


洋上の「動くホテル」　その３

月は％増の万人
年
間
値

万
人
台
へ

訪
日
外
客
　

マ
レ
ー
シ
ア
は
月
間
最
高

平成年に取り組むべきこと　その４

タナベ
経　営
「
滞
在
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
」

６
回
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

グ
ラ
ン
プ
リ
に
商
船
三
井
客
船

　
ク
ル
ー
ズ
・
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー

　

山
形
県
と
　
　

連
携
協
定

ゼ
ン
リ
ン

旅
工
房
カ
ー
ド

会
員
募
集
開
始

出
国
日
本
人
数
は

微
減
の

万
人
に


月
推
計
値

　
前
号
で
豪
華
客
船
「
ク
リ

ス
タ
ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ
」
の

ギ
ャ
レ
ー
に
つ
い
て
ご
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
今

回
は
そ
こ
で
作
ら
れ
る
料
理

に
つ
い
て
。

　
ま
ず
は
、
朝
・
昼
・
夜
１

日
３
回
の
食
事
を
提
供
す
る

メ
ー
ン
ダ
イ
ニ
ン
グ
。
夕
食

は
日
替
わ
り
だ
か
ら
、
毎
日

い
っ
て
も
飽
き
る
こ
と
は
な

い
。
例
え
ば
ス
ー
プ
。
あ
る

日
は
ビ
ー
フ
・
コ
ン
ソ
メ
と

タ
ラ
バ
蟹
の
ス
ー
プ
、
翌
日

は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
・
ヴ
ィ
シ

ソ
ワ
ー
ズ
と
青
エ
ン
ド
ウ
豆

の
ス
ー
プ
、
そ
の
次
は
コ
ー

ン
・
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
と
オ

ニ
オ
ン
ス
ー
プ
な
ど
、
常
に

２
種
類
か
ら
選
択
で
き
、
そ

れ
が
毎
日
替
わ
る
の
だ
。

　
メ
ー
ン
の
魚
料
理
は
、
カ

レ
イ
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
サ
ー

モ
ン
、舌
平
目
、メ
カ
ジ
キ
、

鯛
な
ど
、
日
々
さ
ま
ざ
ま
な

種
類
の
魚
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
肉
料
理
も
、
ア
ン
ガ
ス

黒
毛
牛
の
サ
ー
ロ
イ
ン
ス
テ

ー
キ
や
、
ラ
ム
チ
ョ
プ
の
グ

リ
ル
、
仔
牛
の
カ
ツ
レ
ツ
、

鹿
肉
の
メ
ダ
リ
オ
ン
な
ど
、

バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
。

　
だ
が
７
泊
の
間
で
、
わ
れ

わ
れ
が
こ
こ
を
訪
れ
た
の
は

た
っ
た
一
度
き
り
。
毎
晩
自

分
の
テ
ー
ブ
ル
が
用
意
さ
れ

て
い
る
の
に
ぜ
い
た
く
な
話

だ
が
、
他
の
レ
ス
ト
ラ
ン
に

も
い
き
た
い
と
な
る
と
、
結

構
忙
し
い
の
だ
。

　
そ
の
一
つ
が
、
米
国
誌

「
フ
ー
ド
・
ア
ン
ド
・
ワ
イ

ン
」
で
全
米
ベ
ス
ト
シ
ェ
フ


人
に
選
ば
れ
る
な
ど
、
世

界
的
に
高
い
評
価
を
得
て
い

る
Ｎ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
こ
と
松
久
信
幸

氏
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
の
「
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
」
。
寿
司
バ
ー
か

ら
運
ん
で
く
れ
る
握
り
寿
司

や
、
き
の
こ
の
土
瓶
蒸
し
な

ど
の
グ
ラ
ン
ド
メ
ニ
ュ
ー
の

他
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
エ
グ

ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
シ
ェ
フ
の
中

口
裕
司
氏
が
わ
れ
わ
れ
の
た

め
に
裏
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て

下
さ
っ
た
。

　
自
分
で
棒
を
突
い
て
出
す

と
こ
ろ
て
ん
は
、
ま
さ
か
地

中
海
の
洋
上
で
い
た
だ
く
と

は
思
わ
な
か
っ
た
が
、
特
製

の
タ
レ
に
生
ウ
ニ
が
入
っ
て

お
り
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
ひ

と
捻
り
が
。
巨
大
な
ロ
ブ
ス

タ
ー
の
爪
の
天
ぷ
ら
も
、
日

本
で
は
お
目
に
か
か
れ
な

い
。
創
作
和
食
と
う
た
う
だ

け
の
こ
と
は
あ
る
。

　
も
う
一
つ
が
、
米
国
人
気

レ
ス
ト
ラ
ン
と
提
携
す
る
北

イ
タ
リ
ア
料
理
の「
プ
レ
ゴ
」。

そ
の
繊
細
な
盛
り
付
け
は
さ

す
が
で
あ
っ
た
。
セ
ル
ク
ル

で
円
形
に
整
え
た
蟹
肉
の
上

に
、
イ
ク
ラ
と
エ
ン
ダ
イ
ブ

な
ど
の
葉
物
を
載
せ
た「
ク

リ
ー
ミ
ー
・
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

ミ
ー
ト
の
サ
ラ
ダ
」
は
、
絶

妙
な
味
付
け
も
さ
る
こ
と
な

が
ら
、
目
に
も
美
し
い
。
ア

ン
ガ
ス
黒
毛
牛
の
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
は
、
テ
ー
ブ
ル
に
運
ん

で
か
ら
マ
ス
タ
ー
ド
ソ
ー
ス

と
バ
ル
サ
ミ
コ
、
パ
ル
ミ
ジ

ャ
ー
ノ
・
レ
ッ
ジ
ャ
ー
ノ
を

か
け
て
く
れ
た
が
、
そ
の
サ

ー
ビ
ス
も
一
流
で
あ
っ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
の
お
気
に
入
り

だ
っ
た
の
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル

・
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ー
ド
」

の
「
テ
イ
ス
ト
」
。
そ
の
コ

ン
セ
プ
ト
が
示
す
通
り
、
世

界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
料
理
が

気
軽
に
楽
し
め
る
。
ギ
リ
シ

ャ
の
タ
コ
の
サ
ラ
ダ
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
・
チ
キ
ン
カ
レ
ー

ヌ
ー
ド
ル
、ラ
ム
の
ケ
バ
ブ
、

タ
コ
ス
な
ど
。

　
神
戸
牛
の
小
さ
な
ハ
ン
バ

ー
ガ
ー「
神
戸
ス
ラ
イ
ダ
ー
」

は
、
バ
ン
ズ
ご
と
せ
い
ろ
で

蒸
さ
れ
て
お
り
、
肉
汁
が
滴

り
落
ち
る
ほ
ど
の
ジ
ュ
ー
シ

ー
さ
。
ク
オ
リ
テ
ィ
ー
の
高

さ
は
、
ス
ト
リ
ー
ト
・
フ
ー

ド
と
は
侮
れ
な
い
も
の
で
あ

っ
た
。

　
残
念
な
が
ら
全
て
の
レ
ス

ト
ラ
ン
を
回
り
切
れ
な
か
っ

た
今
回
。
再
び
「
ク
リ
ス
タ

ル
・
セ
レ
ニ
テ
ィ
」
に
乗
船

で
き
る
日
を
夢
見
る
筆
者
で

あ
る
。

　
※
宿
泊
料
飲
施
設
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
。
数
多
く
の
取
材

経
験
を
生
か
し
、
旅
館
・
ホ

テ
ル
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の
プ
ロ

デ
ュ
ー
ス
や
メ
ニ
ュ
ー
開

発
、
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
研
修

な
ど
も
手
掛
け
る
。

総数 ，， ． ，， ．
韓国 ， ． ，， ．
中国 ， ． ，， ．
台湾 ， ． ，， ．
香港 ， ． ，， ．
タイ ， ． ， ．
シンガポール ， ． ， ．
マレーシア ， ． ， ．
インドネシア ， ． ， ．
フィリピン ， ． ， ．
ベトナム ， ． ， ．
インド ， ． ， ．
豪州 ， ． ， ．
米国 ， ． ， ．
カナダ ， ． ， ．
英国 ， ． ， ．
フランス ， ． ， ．
ドイツ ， ． ， ．
イタリア ， ． ， ．
ロシア ， －． ， －．
スペイン ， ． ， ．
その他 ， ． ， ．

年月　訪日外客数（ＪＮＴＯ推計値）

年月 伸び率
（％）

年
１～月

伸び率
（％）

〈〉

青木　康弘

　
前
回
に
引
き
続
き
、
売
り
上

げ
の
さ
ら
な
る
拡
大
を
目
指

し
、
金
融
問
題
の
根
本
解
決
を

図
る
た
め
に
新
年
度
に
取
り
組

む
べ
き
こ
と
を
紹
介
し
よ
う
。

金
融
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の

第
１
ス
テ
ッ
プ
は
正
常
な
売
り

上
げ
と
利
益
を
確
保
す
る
こ
と

で
あ
る
。
運
転
資
金
と
多
少
の

返
済
資
金
を
自
力
で
確
保
し
、

借
入
金
圧
縮
の
ス
キ
ー
ム
実
行

が
で
き
る
状
況
を
つ
く
ろ
う
。

　
■
投
資
を
起
死
回
生
の
手
段

と
し
な
い
こ
と

　
景
況
感
の
改
善
に
伴
っ
て
新

規
の
設
備
投
資
や
事
業
投
資
を

検
討
し
て
い
る
旅
館
・
ホ
テ
ル

は
多
い
だ
ろ
う
。
特
に
都
市
部

で
は
客
室
不
足
を
背
景
に
開
発

軒
数
や
客
室
数
は
高
い
伸
び
を

見
せ
て
い
る
。
異
業
種
か
ら
の

参
入
も
相
次
い
で
お
り
、
各
社

と
も
乗
り
遅
れ
ま
い
と
投
資
ブ

ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
外
部
環
境
を
チ

ャ
ン
ス
に
し
よ
う
と
意
欲
的
に

投
資
し
て
い
く
の
は
大
変
良
い

こ
と
で
あ
る
が
、
既
存
の
旅
館

・
ホ
テ
ル
の
課
題
を
解
決
す
る

特
効
薬
に
な
り
え
な
い
こ
と
は

肝
に
銘
じ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　
投
資
に
よ
っ
て
売
り
上
げ
が

向
上
し
起
死
回
生
が
図
れ
れ
ば

良
い
が
、
自
己
資
金
の
少
な
い

単
館
経
営
の
旅
館
・
ホ
テ
ル
は

投
資
の
失
敗
が
致
命
傷
と
な
り

う
る
。
実
際
に
、
小
職
が
お
手

伝
い
し
て
き
た
旅
館
・
ホ
テ
ル

が
窮
境
に
至
っ
た
原
因
と
し
て

最
も
多
い
の
は
「
投
資
効
果
へ

の
過
剰
な
期
待
」
で
あ
る
。

　
本
業
の
売
り
上
げ
低
迷
を
解

決
し
よ
う
と
客
室
の
増
築
や
露

天
風
呂
付
き
客
室
へ
の
改
築
、

独
立
型
チ
ャ
ペ
ル
の
新
設
な
ど

を
行
っ
た
も
の
の
、
思
っ
た
ほ

ど
売
り
上
げ
利
益
に
つ
な
が
ら

ず
、
資
金
繰
り
が
悪
化
す
る
ケ

ー
ス
が
多
い
。
投
資
を
行
う
よ

り
も
前
に
、
本
業
の
運
営
体
制

や
原
価
・
経
費
支
出
が
妥
当
か

ど
う
か
、
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
や
お

客
さ
ま
か
ら
の
評
価
が
低
下
し

て
い
る
根
本
要
因
は
何
か
再
点

検
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
慎
重
な

検
討
の
結
果
、
設
備
投
資
や
事

業
投
資
が
業
績
向
上
の
最
善
策

で
あ
る
と
判
断
で
き
て
か
ら
投

資
し
て
も
遅
く
は
な
い
。

　
借
り
入
れ
を
行
う
際
に
は
、

若
干
金
利
が
高
く
て
も
約
定
返

済
期
間
の
長
い
融
資
を
し
て
く

れ
る
金
融
機
関
を
選
択
し
よ

う
。
投
資
す
る
時
は
「
売
り
上

げ
利
益
が
上
が
れ
ば
す
ぐ
に
返

済
で
き
る
だ
ろ
う
」
と
強
気
に

な
り
が
ち
で
あ
る
が
、
万
が
一

約
定
通
り
の
返
済
が
で
き
な
い

と
新
規
融
資
が
受
け
ら
れ
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。
約
定
返
済
期

間
を
短
く
す
れ
ば
借
り
や
す
く

は
な
る
が
、
後
で
返
済
に
苦
労

し
な
い
よ
う
に
融
資
条
件
も
慎

重
に
比
較
検
討
し
た
い
。

　
（
山
田
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
事
業
企
画
部
部
長
）

（２４）第２８２７号 第３種郵便物認可 ２０１６年（平成２８年）１月１日（金曜日）

　
ゼ
ン
リ
ン
（
北
九
州
市
）

は

月
９
日
、
山
形
県
と
観

光
振
興
な
ど
の
内
容
を
盛
り

込
ん
だ
連
携
協
定
を
締
結
し

た
。
同
社
が
地
域
振
興
に
関

し
て
自
治
体
と
連
携
協
定
を

締
結
し
た
の
は
初
め
て
。

　
今
後
、
分
か
り
や
す
い
ド

ラ
イ
ブ
マ
ッ
プ
の
作
成
▽
県

内
の
「
道
の
駅
」
を
拠
点
と

し
た
周
遊
観
光
に
結
び
付
く

「
や
ま
が
た
『
道
の
駅
』
車

旅
案
内
」
の
発
行
▽
道
路
開

通
な
ど
の
情
報
を
共
有
し
、

地
図
配
信
ま
で
の
期
間
を
短

縮
し
て
利
用
者
の
利
便
性
向

上
―
な
ど
の
施
策
を
行
い
、

同
県
の
観
光
振
興
を
図
る
。

　
旅
工
房
は

月

日
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
発
行
す

る
セ
デ
ィ
ナ
（
東
京
都
豊
島

区
）
と
提
携
し
て
発
行
す
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
「
Ｔ
Ａ

Ｂ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｏ
　
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ

（
旅
工
房
カ
ー
ド
）
」
の
募

集
を
開
始
し
た
。

　
同
カ
ー
ド
の
利
用
で
、
旅

行
の
際
に
役
立
つ
各
種
優
待

や
セ
デ
ィ
ナ
の
ポ
イ
ン
ト
が

２
倍
に
な
る
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
。
ま
た
、
旅
行
傷

害
保
険
な
ど
各
種
保
険
も
付

帯
し
て
い
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ
Ｏ
）
が

月

日
に
発
表
し
た
２
０
１
５
年

月
の

訪
日
外
客
数
（
推
計
値
）
は
、
前
年
同
月
比

・
０
％
増
の
１
６
４
万
８
千
人
と
な

っ
た
。
円
安
基
調
、
航
空
路
線
の
拡
充
、
燃
油
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
の
値
下
が
り
、
紅
葉

の
人
気
な
ど
で

月
と
し
て
は
過
去
最
高
。
１
～

月
累
計
は
前
年
同
期
比

・
５

％
増
の
１
７
９
６
万
４
千
人
に
達
し
た
。
速
報
で
は

月
１
日
に
累
計
１
８
０
０
万

人
を
突
破
。
年
間
値
は
１
９
０
０
万
人
台
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

に
っ
ぽ
ん
丸

　

月
の
訪
日
客
数
は
、
ビ

ジ
ッ
ト
・
ジ
ャ
パ
ン（
Ｖ
Ｊ
）

事
業
の
重
点
市
場
の
う
ち
ロ

シ
ア
を
除
く

市
場
が

月

と
し
て
の
過
去
最
高
を
更

新
。
こ
の
う
ち
マ
レ
ー
シ
ア

は
月
間
の
過
去
最
高
を
記
録

し
た
。

　
市
場
別
に

月
の
動
向
を

見
る
と
、
東
ア
ジ
ア
で
は
春

の
桜
に
続
き
、
日
本
の
紅
葉

の
美
し
さ
が
認
知
さ
れ
て
き

た
こ
と
な
ど
で
観
光
需
要
が

拡
大
し
た
。

　
中
国
は

・
０
％
増
の


万
３
千
人
。
訪
日
ク
ル
ー
ズ

は
前
年
同
月
の
３
倍
以
上
と

な
る

隻
が
寄
港
し
た
。
た

だ
、
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
（
中
東
呼
吸

器
症
候
群
）
の
不
安
の
払
拭

で
韓
国
へ
の
旅
行
が
回
復
し

つ
つ
あ
り
、
訪
日
旅
行
の
伸

び
の
鈍
化
に
影
響
し
た
。

　
韓
国
は

・
５
％
増
の


万
９
８
０
０
人
。ジ
ン
エ
ア
、

チ
ェ
ジ
ュ
航
空
が
そ
れ
ぞ
れ

釜
山
―
那
覇
線
を
開
設
す
る

な
ど
、
航
空
路
線
の
拡
充
が

訪
日
旅
行
需
要
の
拡
大
に
貢

献
し
た
。

　
台
湾
は

・
４
％
増
の


万
６
５
０
０
人
。
紅
葉
の
ピ

ー
ク
に
合
わ
せ
て
北
海
道
、

東
北
、
関
西
方
面
へ
の
チ
ャ

ー
タ
ー
便
な
ど
が
運
航
さ

れ
、
座
席
供
給
量
は
前
年
同

月
に
比
べ
て

％
増
加
。
航

空
会
社
と
共
同
で
実
施
し
た

Ｖ
Ｊ
事
業
の
広
告
展
開
も
奏

功
し
た
。

　
香
港
は

・
４
％
増
の


万
８
０
０
人
。
京
都
、
立
山

黒
部
、
北
海
道
に
人
気
が
集

ま
っ
た
。
Ｖ
Ｊ
事
業
で
は
秋

季
の
誘
客
に
向
け
て
、
旅
行

会
社

社
と
共
同
で
雑
誌
や

新
聞
に
広
告
を
掲
載
し
、
四

国
、
中
部
、
北
陸
の
魅
力
を

訴
求
し
た
。

　
東
南
ア
ジ
ア
は
、
タ
イ
が


・
９
％
増
の
７
万
６
１
０

０
人
、
マ
レ
ー
シ
ア
が

・

７
％
増
の
３
万
９
５
０
０

人
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
が

・

１
％
増
の
３
万
８
２
０
０
人

な
ど
。
マ
レ
ー
シ
ア
は

月

下
旬
か
ら
年
明
け
に
か
け
て

の
学
校
休
暇
時
期
が
年
間
最

大
の
旅
行
シ
ー
ズ
ン
。
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
は
、
タ
イ
、
韓
国

へ
の
旅
行
需
要
の
冷
え
込
み

な
ど
で
訪
日
旅
行
が
増
加
し

た
。

　
ア
ジ
ア
以
外
は
、
米
国
が


・
１
％
増
の
８
万
８
７
０

０
人
、
豪
州
が

・
２
％
増

の
２
万
９
５
０
０
人
、
英
国

が

・
９
％
増
の
２
万
１
６

０
０
人
、
フ
ラ
ン
ス
が

・

７
％
増
の
１
万
６
３
０
０
人

な
ど
。
米
国
は
初
の
年
間
１

０
０
万
人
到
達
が
確
実
に
な

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、
パ
リ

で
連
続
テ
ロ
事
件
が
起
き
た

が
、
訪
日
旅
行
へ
の
深
刻
な

影
響
は
確
認
さ
れ
な
か
っ

た
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ

Ｔ
Ｏ
）
が

月

日
に
発
表

し
た
２
０
１
５
年

月
の
出

国
日
本
人
数（
推
計
値
）は
、

前
年
同
月
比
０
・
７
％
減
の

１
３
４
万
６
千
人
と
な
っ

た
。

　

年
１
～

月
の
累
計
は

１
４
８
７
万
２
千
人
と
な

り
、
前
年
同
期
に
比
べ
て
４

・
１
％
の
減
少
と
な
っ
た
。

　
タ
ナ
ベ
経
営
は
２
０
１
６

年
２
月
か
ら

年
１
月
ま
で

の
全
６
回
、
「
観
光
・
ツ
ー

リ
ズ
ム
ビ
ジ
ネ
ス
成
長
戦
略

研
究
会
」
を
開
催
す
る
。
旅

館
・
ホ
テ
ル
や
飲
食
、
交
通

事
業
者
の
経
営
者
や
幹
部
社

員
を
対
象
に
、
地
方
創
生
の

視
点
か
ら
「
滞
在
型
ビ
ジ
ネ

ス
の
創
出
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
セ
ミ
ナ
ー
。

　
講
師
に
は
、
国
内
外
の
観

光
客
に
対
し
、
独
自
の
価
値

を
提
供
し
て
収
益
を
上
げ
て

成
長
を
続
け
る
ホ
テ
ル
や
飲

食
、
交
通
事
業
者
な
ど
の
企

業
の
ト
ッ
プ
や
幹
部
社
員
が

務
め
る
。

　
ま
た
、
新
た
な
取
り
組
み

で
訪
日
外
国
人
客
の
獲
得
に

成
功
し
た
事
例
な
ど
、
事
業

現
場
の
視
察
も
予
定
し
て
い

る
。

　
開
催
日
程
は
、
第
１
回

（
東
京
）
が

年
２
月
に
藤

田
観
光
と
他
２
社
、
第
２
回

（
沖
縄
）
が
同
４
月
に
ジ
ェ

イ
シ
ー
シ
ー
と
他
１
社
、
第

３
回
（
関
西
）
が
同
５
月
に

嵯
峨
野
観
光
鉄
道
と
他
１

社
、
第
４
回
（
東
北
）
が
同

９
月
に
２
社
、
第
５
回
（
北

海
道
）
が
同

月
に
柳
月
と

他
１
社
、
第
６
回
（
九
州
エ

リ
ア
）
が

年
１
月
に
わ
か

ば
旅
館
と
他
１
社
。
詳
細
は

「
タ
ナ
ベ
経
営
観
光
」
で
検

索
。

　
会
費
は
全
６
回
１
人

万

円
（
税
別
）
。
問
い
合
わ
せ

先
は
、
タ
ナ
ベ
経
営
東
北
支

社
☎
０
２
２
（
２
６
２
）
１

８
７
１
。

　
日
本
外
航
客
船
協
会
（
会

長
・
小
林
求
商
船
三
井
客
船

社
長
）
は
「
ク
ル
ー
ズ
・
オ

ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
２
０
１
５
」

の
グ
ラ
ン
プ
リ
に
商
船
三
井

客
船
の
「
に
っ
ぽ
ん
丸
　
飛

ん
で
ク
ル
ー
ズ
沖
縄
、九
州
、

北
海
道
」
を
選
ん
だ
。
授
与

式
は

月

日
、
東
京
・
平

河
町
の
海
運
ビ
ル
で
行
っ

た
。

　
オ
ブ
・
ザ
・
イ
ヤ
ー
は
今

回
で
８
回
目
。
同
協
会
、
日

本
旅
行
業
協
会
の
会
員
会
社

を
対
象
に
募
集
し
た
と
こ

ろ
、

点
の
ク
ル
ー
ズ
旅
行

商
品
の
応
募
、
推
薦
が
あ
っ

た
。
選
考
委
員
会
で
審
査
し

た
結
果
、グ
ラ
ン
プ
リ
１
点
、

優
秀
賞
４
点
、
特
別
賞
３
点

を
決
め
た
。

　
商
船
三
井
客
船
の
「
飛
ん

で
ク
ル
ー
ズ
北
海
道
」
シ
リ

ー
ズ
は
日
本
発
の
本
格
的
な

フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー
ズ
商
品
と

し
て

年
か
ら
販
売
を
開

始
。
そ
の
後
、
沖
縄
、
九
州

と
造
成
。
３
シ
リ
ー
ズ
合
わ

せ
て
、
こ
れ
ま
で

ク
ル
ー

ズ
を
催
行
し
、

都
道
府
県

か
ら
延
べ
約
２
万
２
千
人
を

集
客
し
て
い
る
。

　
国
内
版
フ
ラ
イ
＆
ク
ル
ー

ズ
商
品
の
素
材
と
し
て
定
着

さ
せ
た
実
績
に
加
え
、
「
シ

ニ
ア
層
の
み
な
ら
ず
、
新
規

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
開
拓
に
貢

献
、
発
着
地
、
寄
港
地
の
観

光
振
興
に
も
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
」
こ
と
が
高
く
評

価
さ
れ
、
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

と
な
っ
た
。

　
最
優
秀
賞
は
ク
ラ
ブ
ツ
ー

リ
ズ
ム
の
「
飛
鳥
Ⅱ
チ
ャ
ー

タ
ー
ク
ル
ー
ズ
と
和
倉
温
泉

『
加
賀
屋
』
全
館
貸
し
切

り
」
、
郵
船
ク
ル
ー
ズ
の

「
飛
鳥
Ⅱ
　
秋
の
連
休
　
駿

河
・
紀
州
ク
ル
ー
ズ
」
、
Ｊ

Ｔ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ー
リ
ン

グ
の
「
ボ
イ
ジ
ャ
ー
・
オ
ブ

・
ザ
・
シ
ー
ズ
　
憧
れ
の
ク

ル
ー
ズ
済
州
島
・
長
崎
６
日

間
」
な
ど
。

　
ク
ラ
ツ
ー
の
商
品
は
飛
鳥

Ⅱ
乗
船
、
話
題
の
北
陸
新
幹

線
乗
車
、
有
名
旅
館
「
加
賀

屋
」
の
全
巻
貸
し
切
り
と
い

う
魅
力
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ
、

４
泊
５
日
の
参
加
し
や
す
い

日
程
な
ど
「
総
合
的
に
優
れ

た
ク
ル
ー
ズ
商
品
」
と
選
考

委
。
新
規
参
加
率
は
８
割
を

超
え
、
新
た
な
顧
客
層
の
取

り
込
み
に
つ
な
げ
た
点
も
評

価
さ
れ
た
。

　
特
別
賞
で
は
ク
ル
ー
ズ
商

品
（
２
点
）
と
は
別
に
、
清

水
港
が
受
賞
し
た
。
同
港
は

客
船
誘
致
委
員
会
を
全
国
的

に
先
駆
け
て
設
立
、
官
民
挙

げ
て
の
誘
致
は
地
方
自
治
体

が
展
開
し
て
い
る
ポ
ー
ト
セ

ー
ル
ス
の
ひ
な
形
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
岸
壁
上
で
地

場
産
品
や
軽
食
を
販
売
す
る

マ
ル
シ
ェ
の
開
催
や
、
清
水

芸
妓
に
よ
る
舞
の
披
露
な
ど

ユ
ニ
ー
ク
な
お
も
て
な
し
を

行
っ
て
お
り
、
国
内
外
の
船

社
か
ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い

る
と
い
う
。


